
政 権 は

危 な い

「 平 和 」 を 叫 ん で い れ ば

い い 、 と い う 無 責 任 な 対 応

は と ら な い 」 と 安 倍 首 相 。

そ う い う 安 倍 首 相 は 、 安

保 法 制 の 説 明 で 「 平 和 」 を

３
０

回 繰 り 返 し た 。

や
っ
ぱ
り

嘘 つ き

陸 、 海 、 空 、 そ の 他 の 戦

力 は こ れ を 保 持 し な い 、 と

い う 憲 法 ９ 条 と の 整 合 性 を

取 る た め の 詭 弁 が 「 自 衛

隊 」 で あ り 「 専 守 防 衛 」 。

し か し い ま や 、 世 界 で は

「 軍 隊 」 と し て 扱 わ れ て い

る と 開 き 直 る 安 倍 首 相 。

詭 弁 を 弄 し て 「 軍 隊 で は

な い 」 と 言 っ て き た の は 自

民 党 で は 。

第 一 級 の 軍 隊 と な っ た 自 衛 隊

写 真 ！

伝 統 あ る 石 川 県 平 和 運 動

セ ン タ ー の 代 表 代 行 就 任 に

あ た り 、 一 言 ご あ い さ つ 申

し 上 げ ま す 。

こ の た び 、 糸 矢 副 代 表 か

ら 引 き 継 い で 、 代 表 代 行 の

職 責 を 担 う こ と と な り ま し

た 。 改 め て 「 平 和 の 灯 を 消

さ な い 闘 い 」 の 重 さ を 実 感

し て い る と こ ろ で あ り 、 身

の 引 き 締 ま る 思 い で あ り ま

す 。
さ て 、 今 現 在 で も 世 界 で

は 多 く の 国 で 紛 争 が 起 き て

い ま す 。 先 般 、 二 人 の 日 本

人 を 殺 害 し た イ ス ラ ム 国 は 、

紛 争 が 四 年 続 い て い る シ リ

ア 内 で 多 く の 外 人 を 擁 し て

武 力 行 使 を 続 け て い る こ と

は 、 皆 さ ん も よ く ご 承 知 の

通 り で あ り 、 チ ュ ニ ジ ア で

も 武 装 集 団 に よ る 襲 撃 テ ロ

事 件 で 、 日 本 人 が 殺 害 さ れ

て い ま す 。

戦 後 七 〇 年 を 迎 え た 日 本

は 、 戦 争 の 悲 惨 さ を 十 分 に

理 解 し た 国 民 で あ り ま す が 、

今 、 日 本 の 平 和 は 、 ま さ に

政 治 に 脅 か さ れ て い る と い

う 状 況 で あ る こ と は 、 こ と

改 め て 言 う ま で も な い 周 知

の 事 実 で あ り ま す 。

戦 後 五 五 年 体 制 か ら 二 〇

〇 九 年 に 政 権 交 代 を 果 た し

た 民 主 党 ・ 社 民 党 ・ 国 民 新

党 連 立 政 権 （ の ち に 社 民 党

は 離 脱 ） は 、 わ ず か 三 年 で

自 民 党 に 政 権 を 明 け 渡 し ま

し た 。 五 年 ぶ り に 首 相 に 就

任 し た 安 倍 首 相 は 「 普 天 間

基 地 の 辺 野 古 移 設 」 、 「 防

衛 装 備 移 転 三 原 則 導 入 」 、

「 特 定 秘 密 保 護 法 施 行 」 、

「 集 団 的 自 衛 権 閣 議 決 定 」 、

そ し て 福 島 第 一 原 発 事 故 後 、

い ま だ 復 旧 ・ 復 興 に 遠 い 中

で の 「 原 発 再 稼 働 」 、 さ ら

に は 原 発 輸 出 の た め ト ッ プ

セ ー ル ス を す る な ど 、 矢 継

ぎ 早 に 日 本 の 平 和 を 脅 か す

こ と に 力 を 注 い で い ま す 。

一 方 、 県 内 に 目 を 転 じ れ

ば 、 小 松 基 地 や 志 賀 原 発 な

ど 大 き な 問 題 を 抱 え る 中 で 、

石 川 県 平 和 運 動 セ ン タ ー と

し て 地 元 の 方 と 連 携 し 、 訴

訟 な ど 長 く 厳 し い 闘 い を 展

開 し て い ま す 。 石 川 県 平 和

セ ン タ ー は 、 連 合 結 成 以 降 、

基 本 的 に は 「 選 挙 闘 争 は し

な い 」 と し て い ま す が 、 平

和 運 動 に と っ て 選 挙 闘 争 は

切 っ て も 切 れ な い 重 要 な 運

動 の 一 つ で も あ り ま す 。

私 た ち が 安 心 し て 働 き 、

生 活 で き る の は 、 平 和 な 社

会 が あ っ て こ そ で あ り ま す 。

今 後 も 、 県 内 や 全 国 の 仲 間

と 連 携 し て 憲 法 を 守 り 、 反

戦 平 和 の 闘 い を 全 力 で 推 し

進 め て い き た い と 思 っ て い

ま す 。 さ ら な る ご 理 解 と ご

協 力 と お 願 い し 、 代 表 代 行

就 任 に あ た っ て の ご 挨 拶 と

し ま す 。 よ ろ し く お 願 い い

た し ま す 。

「 専 守 防 衛 」 と は 、 戦 争

放 棄 と 交 戦 権 の 否 定 、 戦 力

不 保 持 を う た っ た 憲 法 ９ 条

に 基 づ く 日 本 の 防 衛 政 策 の

根 幹 で あ る 、 と 言 わ れ て き

た が 、 い ま や 「 集 団 的 自 衛

権 の 行 使 」 も 自 衛 の 措 置 と

し て 「 切 れ 目 の な い 」 も の

と な っ た と 発 言 。

つ ま り 、 自 衛 戦 争 と は 、

地 球 の 裏 側 ま で も エ リ ア と

し た 、 侵 略 も 先 制 攻 撃 も 含

む 戦 争 遂 行 の た め の 「 論

理 」 と い わ な け れ ば な り ま

せ ん 。

戦 争 立 法 に 反 対 す る た め ５ ． ３

集 会 に 参 加 し た 社 会 派 ア イ ド ル 、

制 服 向 上 委 員 会 の 皆 さ ん

戦 争 に 、 自 衛 だ か ら

良 い 、 侵 略 だ か ら 悪

い は な い ！

被 害 は 市 民 ･ 労 働 者

に く る の だ か ら

全 て の 戦 争 に

反 対 し よ う

「 自 衛 戦 争 」 の 名 の も と

「 電 力 不 足 」 さ え 「 我 が 国

存 亡 の 危 機 」 と し 、 ホ ル ム

ズ 湾 ま で も 「 防 衛 線 」 と す

る 安 倍 政 権 。 そ う な る と

「 銃 後 の 守 り 」 を 固 め る 必

要 が あ る 。 日 本 国 民 の 中 で

も 「 信 頼 」 で き な い 人 が い

る か ら で す 。 そ れ は 「 平 和

を 叫 ぶ 」 人 だ そ う で す 。 そ

こ で 活 躍 す る の が 「 軍 事 機

密 を 守 ら ね ば 」 と い う 理 屈

で 強 行 し た 「 特 定 秘 密 保 護

法 」 で す 。 そ し て 、 小 さ く
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生 ん で 大 き く 育 て る 「 マ イ

ナ ン バ ー 法 」 で す 。

こ れ ら を 通 じ て 弾 圧 の 機

会 を う か が っ て い る の で す 。

通 信 傍 受 法 の 「 改 正 」 も 取

り 沙 汰 さ れ て い ま す 。

警 戒 心 を 持 ち つ つ 、 戦 争

へ の 道 を 阻 む 闘 い を や ら な

け れ ば な り ま せ ん 。

安 倍 内 閣 は 昨 年 ７ 月 １ 日 、

従 来 の 政 府 が 違 憲 と し て き

た 「 集 団 的 自 衛 権 の 行 使 」

を 、 憲 法 解 釈 を 変 更 し て

「 容 認 」 す る 閣 議 決 定 を 強

行 し た 。 そ の 法 的 根 拠 と な

る 戦 争 実 施 法 、 「 平 和 安 全

法 制 整 備 法 （ 関 連 １
０

法 の 一

括 法 ） 」 と 「 国 際 平 和 支 援

法 （ 新 法 ） 」 を ５ 月 １
４

日 に

閣 議 決 定 し 、 １
５

日 、 国 会

（ 衆 議 院 ） に 上 程 し た 。 わ

ず か ８ ０ 時 間 余 の 審 議 を 経

た ８ 月 上 旬 に は 成 立 を め ざ

す と 、 米 政 府 と 約 束 し た と

も い う 。

安 倍 首 相 が 力 説 す る 「 安

全 保 障 の 切 れ 目 の な い 対

応 」 と は 、 「 地 域 を 限 定 せ

ず 」 「 平 時 と 有 事 の 境 界 を

な く し 」 「 非 戦 闘 地 域 と い

う 概 念 も 不 要 に し 」 「 （ 派

遣 を ） 恒 久 化 す る 」 こ と 。

つ ま り 、

と い う 、 ま

さ に 戦 争 遂 行 の た め の 驚 く

べ き 「 戦 争 立 法 」 と 言 わ な

け れ ば な ら な い 。

私 た ち は 、 原 水 爆 に 反 対

し 核 兵 器 と 原 発 の な い 平 和

な 社 会 を 希 求 し て お り 、 現

在 、 安 倍 政 権 の 下 で 強 引 に

進 め ら れ て い る 戦 争 政 策 に

は 断 固 と し て 反 対 し ま す 。

同 時 に 、 違 憲 な 行 為 で あ る

「 戦 争 立 法 」 の 閣 議 決 定 と

そ の 国 会 上 程 の 撤 回 を 求 め

ま す 。
「 戦 争 放 棄 の 憲 法 」 を 持

つ 我 が 国 が 、 「 戦 争 実 施

法 」 を 国 会 で 審 議 す る こ と

自 体 、 異 様 な 状 態 で あ る と

言 わ ざ る を 得 ず 、 こ の よ う

な 事 態 に ま で 至 っ た こ と に

対 し 私 た ち は 、 平 和 、 脱 原

発 、 人 権 、 福 祉 、 医 療 、 教

育 な ど 全 て の 分 野 の 団 体 、

個 人 に 対 し 警 鐘 を 乱 打 し ま

す 。 そ し て 、 「 武 力 で 平 和

は 守 れ な い 」 と 訴 え 、 共 に

決 起 す る こ と を 呼 び か け ま

す 。

５ 月 １
５

日

原 水 禁 県 民 会 議 定 期 総 会
が

集 ま れ ば ベ テ ラ ン 講 師 を 派 遣 。

原 発 、 安 保 法 制 な ど を 分 か

り や す く 説 明 。 依 頼 書 を Ｈ Ｐ

よ り ゲ ッ ト し 、

願 い ま す 。

３ 月 ５ 日 ～ ８ 日 ６ 人 派 遣

辺 野 古 座 込 み に 参 加

５ 月 １
４

日 ～ １
７

日 ５ 人 派 遣

産 別 独 自 参 加 ５ 人

特 別 連 帯 カ ン パ を 活 用 し

て 辺 野 古 反 対 闘 争 に 参 加

塚 本 由 美 子 （ 全 国 一 般 ）

※ 抜 粋

私 た ち が 辺 野 古 現 地 に 着

い た の は 、 ３ 月 ６ 日 の 午 前

１
０

時 過 ぎ 。 雨 降 り で し た 。

『 テ ン ト 等 設 置 禁 止 』 の 貼

紙 の 立 看 板 が い く つ も 並 ん

で い る す ぐ 後 ろ に ブ ル ー シ

ー ト を 屋 根 に し た テ ン ト が

設 置 さ れ 、 各 地 か ら 届 け ら

れ た 寄 せ 書 き や 横 断 幕 が 基

地 の 金 網 な ど に 高 々 と 掲 げ

ら れ て い ま す 。 『 不 屈 座

り 込 み ２ ４ ３ 日 目 、 ２
４

時 間

寝 泊 り 監 視 断 行 中 』 の ボ ー

ド に は 、 権 力 に 負 け な い と

い う 強 い 意 志 を 感 じ ま し た 。

他 方 、 反 対 運 動 の 先 頭 に

立 っ て い た 沖 縄 平 和 運 動 セ

ン タ ー の 山 城 議 長 ら ２ 名 が

米 軍 警 備 員 に 拘 束 さ れ る 事

件 が あ っ た こ と や 、 テ ン ト

の 撤 去 を 通 告 さ れ て い る な

か 、 本 部 テ ン ト の 中 に い る

人 た ち は ピ リ ピ リ し て い る

よ う に 思 わ れ ま し た 。 前 日

に は 、 国 道 事 務 所 職 員 （ 内

閣 府 直 轄 ） が 、 テ ン ト と し

て 使 用 し て い た ブ ル ー シ ー

ト を 勝 手 に 取 り 外 し て 米 軍

基 地 内 へ 持 ち 込 み 、 山 城 議

長 に 対 し て 受 け 取 り に 来 る

よ う 挑 発 ま で し て い た こ と

も 知 り ま し た 。

わ ず か ３
０

時 間 あ ま り の 行

動 で し た が 、 同 じ テ ン ト で

過 ご し た 人 た ち と 話 が で き 、

カ ヌ ー 隊  へ の こ ブ ル ー 

の 頑 張 り を 見 る こ と が で き

て 、 い い 時 間 を 過 ご し た う

え に 元 気 を も ら い ま し た 。

沖 縄 の 人 た ち は 、 『 オ ー ル

沖 縄 が 力 を 合 わ せ れ ば 必 ず

止 め ら れ る 。 基 地 は 絶 対 つ

く ら せ な い 』 と い う 強 い 気

持 ち で 一 つ に な っ て い ま し

た 。 政 府 の 「 粛 々 と 」 と い

う 言 葉 に 腹 を 立 て な が ら も

建 設 は 止 ま ら な い の で は な

い か と 少 し 引 い た と こ ろ で

見 て い た 自 分 と 、 あ ま り に

も 違 う こ と に 気 づ き 、 あ き

ら め ず 闘 い を 続 け な け れ ば

な ら な い と 改 め て 決 意 し ま

し た 。
カ ヌ ー 隊 の 合 言 葉

を 胸 に 頑 張

り た い と 思 い ま す 。

「 前 触 れ な く 落 ち た 」

オ ス プ レ イ 着 陸 失 敗 ５
／

１
８

社 会 法 律 セ ン タ ー 法 律 相 談

年 間 計 画 は Ｈ Ｐ に 掲 載

会 員 は ３
０

分 無 料

（ ０ ７ ６ ） ２ ３ １－ ２ １ １ ０

最 新 情 報 は ホ ー ム ペ ー ジ を

ご 覧 く だ さ い 。

◆ ５ 月 ３
０

日 第 ４ 回 「 志 賀 原

発 を 廃 炉 に ！ 」 原 告 団 総 会

１
５

０
０

講 演 井 戸 謙 一 弁 護 士

地 場 産 新 館

◆ ６ 月 ４ 日 「 志 賀 原 発 を 廃

炉 に ！ 」 申 入 れ 志 賀 町 、 北

電 さ よ な ら 志 賀 原 発 ネ ッ ト

◆

憲 法 改 悪 反 対 実 行 委

◆ ６ 月 １
１

日
富 山 県 よ り 引 継 ぎ

◆ ６ 月 １
２

日
奥 能 登 集 会 （ 輪 島

市 マ リ ン タ ウ ン ）

◆ ６ 月 １
３

日 県 教 組 第 定 期 大

会 教 育 会 館 ３ 階

◆ ６ 月 １
６

日 第 ８ 回 「 出 前 講

座 」 県 教 組

◆ ６ 月 １
８

日 小 松 基 地 爆 音 訴

訟 第 ２
５

回 公 判 金 沢 地 裁

◆ ６ 月 １
９

日 高 教 組 定 期 大 会

第 ９ 回 「 出 前 講 座 」 県 教 組

◆ ６ 月 ２
０

日
中 能 登 集 会 （ 志 賀

町 団 結 小 屋 ）

◆ ６ 月 ２
２

日
金 沢 集 会 （ い し か

わ 四 高 記 念 公 園 ）

◆ ６ 月 ２
３

日 青 年 女 性 部 「 反

戰 ・ 平 和 」 集 会

◆ ６ 月 ２
３

日
白 山 集 会 （ 市 民 工

房 「 う る わ し 」 前 ）

◆ ６ 月 ２
５

日
南 加 賀 集 会 （ 小 松

市 役 所 前 ）

◆ ７ 月 １
７

日 軍 事 パ レ ー ド 反

対 集 会 「 広 場 使 用 不 許 可 」 違

憲 ！ 訴 訟 第 ６ 回 口 頭 弁 論

金 沢 地 裁

◆ ７ 月 ２
６

日 「 ア オ ギ リ に 託

し て 」 上 映 会 と ミ ニ ラ イ ブ

文 教 会 館 反 核 お り づ る 市 民

の 会 実 行 委 （ 石 川 ）

◆ ８ 月 １ 日 被 爆 ７ ０ 周 年

福 島 大 会 （ い わ き 市 ）

◆ ８ 月 ３ 日 ～ １
７

日 県 庁 １
９

階

展 望 ロ ビ ー 「 原 爆 と 人 間 」 展

お り づ る 平 和 の 集 い 実 行 委

（ 石 川 ）

◆ ８ 月 ４ ～ ６ 日 被 爆 ７ ０ 周

年 広 島 大 会 （ 広 島 市 ）

◆ ８ 月 ７ ～ ９ 日 長 崎

大 会 （ 本 年 は 派 遣 せ ず ）

◇ ト ン ボ の 眼 ◇

□ 複 眼 の 眼 、 ト ン ボ の 眼

□ 「 自 衛 」 と い う 詭 弁 に 騙 さ

れ て は い け ま せ ん 。 歴 史 上 ほ

と ん ど の 戦 争 は 自 衛 の 名 に よ

っ て 国 民 を 動 員 し 、 戦 争 を 始

め た の で す 。

□ 戦 争 は 一 旦 始 め る と 泥 沼 と

化 し 、 終 わ る こ と が 難 し い 。

□ 戦 力 を 強 化 し 抑 止 力 を 高 め

る こ と が 「 国 民 の 生 命 と 暮 ら

し を 守 る 」 こ と に つ な が り 戦

争 を 阻 止 で き る と 安 倍 首 相 。

□ で は 、 世 界 一 の 武 力 を 持 つ

ア メ リ カ は 、 な ぜ ９ ． １
１

「 テ

ロ 」 を 防 げ な か っ た の で し ょ

う か 。
今 年 の ５ 月 ３ 日 は 若 々 し い

女 の 子 た ち の コ ン サ ー ト で 始

ま り ま し た 。 制 服 向 上 委 員 会

と い う 名 の 「 社 会 派 」 グ ル ー

プ 。 歌 と 踊 り で 「 平 和 と 護 憲 、

脱 原 発 」 な ど を 表 現 。 勇 気 を

も ら っ た 人 も い た の で は 。 い

よ い よ 正 念 場 が 近 づ い て い ま

す 。 戦 争 法 を 止 め る ぞ ！ Ｎ
Ｔ
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